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自動車排 出ガ ス 低減 に よ る大気環境改善 の 将来予測

○ 日石三 菱 （株） 吉村 匡史

【は じめ に】

　大 気 改 善 の た め の 自動 車 ・燃 料 な どの 技 術 開 発 プ ロ グ ラ ム で あ る JCAP （Japan 　Clean　Air

Program ） で は 、 自動車 か ら の 排出ガス 低 減 が大気 環 境 に 及 ぼす影響を 解析 し、各種 大気 環 境改善

施策 の
一

助とす る こ と を目的 に、大気 モ デル シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を行 な っ て い る 。 こ こで は 大気 シ ミ ュ

レ
ーシ ョ ン の 結果 を元 に、 自動車排 出ガス 低減 に よ る大気環 境改善 と将来予 測 につ い て 検討 した 結 果

に つ い て 報告す る 。

【将 来検討 の ため に用 い た シナ リオ】

　付表 1 に大 気環境 の 将来 予測 の た め に用 い たシ ナ リオの
一

覧 を示す 。 こ こ で は 1999 年か ら一切 の

規 制強化 が行わ れ なか っ た場合 を ベ ース ケ
ー

ス （ケ ー
ス 1＞ と した 。 規制が 行 な わ れ なか っ た ケ

ー
ス

で も 、車両 の 自然代替な どに よ り大 気環境 が 変化す る た め 、2000 、2005 、2010、2015 年 に つ い て

評価 した 。

　ガソ リン 車に つ い て は 、全 車両 を新短期 規制以前 （〜 2000 年）、新短期 （2000 年〜）、新長期 （2005

年〜） に分 類 し 、現実評価 と して 、新 短期 、 新 長期 規制 が 行な わ れ た 場合 の 検討 （ケ ース 9 ）、さ ら

に 3DBL お よびガ ソ リン の RVP60kPa が導入 され た場合 （ケース 10）、ガ ソ リン中硫黄分 がそれ ぞ

れ max30ppm （ケー
ス 11）、　 max10ppm （ケ

ー
ス 12）に 低 減 され た 場合、ま た 車両 が すべ て 新 長期 規

制 車 に代替 され 、3DBL ＋ RVP60kPa 、ガ ソ リ ン 中硫 黄分が max10pp 皿 、二 輪車 規制 レ ベ ル 3 が導 入

さ れた場 合 に つ い て の 検討 （ケ ース 13 ： ガ ソ リ ン 究極） も 行な っ た。ガ ソ リン の 性 状が ガ ソ リ ン車

の 排出ガス に及 ぼす影 響 は 、 JCAP ガ ソ リン 車 WG で の 検討 結果 よ り無視で き る と した。

　ディ
ーゼル 車 に つ い て も 、 全車両 を平成 元年規 制以前車 か ら新長 期規 制車 ま で 6 段階に 分類 し、

現実評価 と して そ れ ぞれ の規 制が順次 行なわれ 、軽 油 の硫黄分が 50ppm に低減 され たケース （ケ
ー

ス 17）、既販車 に DPF を取 り付 けた ケー
ス （ケー

ス 18 ： 東京都案）、 コ
ー

ル ドス ター ト規制 が行 な

われ 、 元年規制 、お よび 元年規制以 前車両 は長 期規制車 に代替 し、6 年規 制車 に の み DPF を取 り付

けたケース （ケ
ー

ス 19 ： 自工 会 案）、 新 長期規制 の 次 の規 制 （NOx 、　PM が新長期規制の 50 ％減 と仮

定）が 2010 年 に行 なわ れ た ケ
ー

ス （ケー
ス 20）、 軽 油 の 軽質化が行わ れた ケース （ケース 21 ）、デ

ィ
ー一’Eル 車 両全て が新長 期規制車 に代替、 コ

ー
ル ドス ター ト規制 、軽 油中硫黄分 max10ppm 規 制．

および 軽油 の 軽質化が行 われ た ケース （ケース 22 ： デ ィ
ー

セ ル究 極） に つ い て 検討 した e な お 、こ

こ で は新長 期規制 と し て NOx が新短期規制 の 50％減、　 PM が新短期規 制の 70％減で ある と仮定 して

検 討 して い る 。また軽油 の 軽 質化 に よ る デ ィ
ーゼ ル 車 の 排 出ガ ス へ の 効果は 、JCAP デ ィ

ーゼ ル車

WG で 行 われた 検討 （T90 を 330℃ よ り 310℃ に軽質化さ せ た と き の 排 出ガス へ の 影響 を検討 した結

果） を参考 に 、PM 低減率が大型 で 15％、小型 で 32％ で あ る と した 。

　 ま た そ の 他 にガ ソ リン 、ディ
ーゼル と も新短 期規制 まで が行 なわ れ た場 合 （ケー

ス 23 ）、新 長超短

期＋ 低公 害車導入ケ ース （ケ ー
ス 24 ）、ケース 24 に加 え て 二 輪 車規制が 強化 され たケース （ケ

ー
ス 25）、

ア イ ドル ス トッ プが 追加 され た ケ
ー

ス （ケ ー
ス 26）、通行 量 10％減少ケ

ー
ス （ケー

ス 27 ＞、さ らに ガ

ソ リン 、 デ 4 一ゼ ル と も究極の ケース （ケース 28 ） に つ い て 検討 した 。

【結 果お よ び考 察】

　   都市域大気 （関東 圏）

　図 1〜4 に 、2015 年夏冬 に お ける東京 都全域平均値 、23 区平均 値 、NOx 規 制地域 平均 値 （冬）、

関東平野 平均 （夏）、最悪 5 地点 の 平均値を そ れぞれ現状 （2000 年 ケ ース 1）を 100 とした相対 値で
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あ らわ した 。

　規制強化 が行われ なか っ た ケース （ケース 1）で は主 と して 自然代 替 によ り NO2 で 6〜 10％程度 の

低減、SPM で 6〜 15％程度の低減が可能となる 。SPM の低減率 は夏 と冬で ほ とん ど差は ない が、　NO2

低減率 は夏 季の 方が や や 大き い 。

　新短期規制が行なわ れたケ
ース （ケ ース 23）で は NO2 で 約 20％ （冬＞20 〜 28％ （夏 ）、　 SPM で 10

〜 15％ の 低減が可能で あ る 。 冬季に お いて 、ガソ リン車を規制 した場合 （ケース 9〜 13）、ディ
ーゼ

ル 車 の み規 制 した場合 （17〜 21） と比べ る と、こ の 低減 効果 が主 として ディ
ーゼル車 に よ り得 られ

た もの で あ る こ とがわ か る 。

　また新長期規 制が行な われ た 場合 （ケース 24） は NO2 で 20 〜 30 ％ （冬 ）、25〜40％ 、　 SPM で 10
〜 20％ （冬）、 15 〜 25％ （夏〉低減す る 。さ らに 究極ケ

ース と して 考えたケー
ス 28 で は、NO2 が 25

〜35％ （冬 ）、25〜43％ （夏）、SPM で 15〜20 ％ （冬）、 15〜25 ％ （夏）低減する 。一
般に SPM の 低

減率 は NO2 の それ を下 回 っ て い るが 、　 SPM に つ い て は 自動車か らの 排無ガ ス以 外 に も 、 走行 に よる

タイ ヤ摩耗 な どや固定発 生源 か らの排煙 の 寄与 もあ り、よ りい っ そ うの大気 環境 の 改善 を求 める には、

固定発生 源 な ど、自動車以外か ら の PM 、　 NOx 、　 HC な どの 低減が有効で あ る。
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図 1　 2015年冬 の 都市域NOx濃度予 測
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図 2　 2015年冬の 都市域 SPM濃度予 測
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図 4　 2015年夏の 都市域 SPM濃度予測
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  沿道大気 （冬季 ）

　 自動 車か らの 排気 ガス が都 内沿 道 にお け

る大気環境に及 ぼす影響 を検討する た め 、

2015 年冬 にお け る 上 馬 自排局 にお け る 大

気環境 に つ い て 検討 した 。図 5 に 各 シ ナ リ

オ にお け る NOx の 一 日平 均 値 、 図 6 に

SPM の
一

日平均値 を示 す 。 こ こで は沿道

を通行す る 車両か ら排出 され た 直接寄 与分

と バ ッ ク グ ラ ウ ン ド （BG ） に 分 けて 示 し

た 。 な お 、パ ッ ク グラ ウン ドの 値は広域モ

デ ルの シ ミ ュ レー シ ョ ン計算 によ り上 馬近

郊の 大気環境か ら求 めた 。SPM に つ い て

は 、テ ール パ イ プか ら排 出さ れ た 寄与 分 と

車 両の 走行 に よ る タイ ヤ巻 き上 げお よびタ

イ ヤ 摩耗 に よ る 寄 与分 を 分け て 示 し た 。

ベ ース ケース （ケース 1 ） で 2000 年 に対

して 2015 年の NOx 、
　 SPM 濃 度は約 20％

改善し、車 両の 自然 代替効果が大 きい こ と

が わ か る 。

　 ケ
ース 9 か らケ

ース 20 ま で を 比較 す る

と、ガ ソ リン車 の 規剃強化が行われ た場合

は NOx が 低減 し、ディ
ーゼル 車の 場合は

NOx 、　 SPM 共 に低 減す る 。ま た 、新 長超

短期 ＋ 低公害車導 入 ケ ー
ス （ケー

ス 24 ）、

究極 （ケ ー
ス 28） で は 、NOx で そ れぞれ

約 60％ 、 65％ 、 SPM で それぞ れ約 25％ 、

28％低下 す る 。 こ の よ う に、 1999 年以降

規制強 化が なさ れな い場 合で も 、 車両 の 自

然代替 に よ っ て 、沿道大気 環境 は 2015 年

まで に 20 ％ ほ ど改 善 され 、新 短期 規 制 、

新長期 規制が 行わ れ た場合 は さ らな る改善
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が見込 め 、特 に SPM に つ い て は沿道 を走行す る車 両か らの テ
ールパ イプエ ミ ッ シ ョ ンか らの 寄 与は

極め て 小 さ くな る 。さら なる 沿道大気改善のた め に は、タ イ ヤ巻き上 げや摩耗、固定発 生源 等の 対策、

二 次無機粒子低減の た め NOx 低減が 有効で ある 。

【ま とめ 】
・都 市域 の 自動車 の 排 出ガス規 制 に よ り大気 環境 は改善 し 、 特 に新長期 規制 によ り 2015 年 には NO2
は約 20〜40 ％、SPM は約 10〜25 ％低減す る。

・自動車 の 排 出ガス 改善 に よ り、沿道 を 走行す る 車両 が 沿 道大気環境 に及 ぼす 影響 は 大 き く減少 す

　る 。
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